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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 13,651 9.9 204 ― 216 ― 53 ―
25年3月期第3四半期 12,421 0.9 △79 ― △35 ― △128 ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 98百万円 （―％） 25年3月期第3四半期 △100百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 11.10 ―
25年3月期第3四半期 △26.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 10,094 7,932 78.3
25年3月期 11,128 8,054 72.1
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 7,900百万円 25年3月期 8,027百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 45.00 45.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 45.00 45.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,877 5.4 1,328 41.5 1,350 36.7 744 72.6 153.67



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 5,385,600 株 25年3月期 5,385,600 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 544,000 株 25年3月期 543,970 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 4,841,603 株 25年3月期3Q 4,841,767 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策による円安・株高が進行し、

企業収益や個人消費が持ち直すなど景気は緩やかな回復基調となりました。 

当社グループの主要顧客であります流通小売業界においても、消費者の購買意欲に高まりが見

られたことにより、一部の企業業績に改善が見られました。しかしながら、流通小売業界全体を

取り巻く環境は、平成26年４月に予定されている消費税率引き上げに伴う家計負担増加への懸念

や消費者の低価格志向の継続、流通小売業界全体での業態・業種を超える競争により、厳しい状

況が続いております。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①国内棚卸サービス  

国内棚卸サービスにおいては、棚卸閑散期である第１四半期連結会計期間および第３四半期連

結会計期間の売上高は少なくなる傾向にあるため、同期間の業容拡大を図るとともに、独自の棚

卸技術を身につけた従業員の定着率向上を課題として取り組んでまいりました。その結果、売上

高は10,894百万円（前年同四半期比4.3％増）、セグメント利益は239百万円（前年同四半期比

108.3%増）となりました。 

 

②海外棚卸サービス  

海外棚卸サービスにおいては、売上増加基調で推移しております。利益面では、多くの子会社

が創業赤字を計上する状況にありますが、損失額は縮小傾向にあります。売上高は944百万円

（前年同四半期比64.5%増）、セグメント損失は146百万円（前年同四半期比78百万円の損失減少）

となりました。 

 

③リテイルサポートサービス  

リテイルサポートサービスにおいては、増収傾向が続いております。売上高は1,812百万円

（前年同四半期比29.7%増）、セグメント利益は106百万円(前年同四半期比1,396.4％増）となり

ました。 

 

 これらの結果から、当第３四半期連結累計期間における売上高は13,651百万円（前年同四半期

比9.9％増）、営業利益は204百万円（前年同四半期79百万円の損失）、経常利益は216百万円

（前年同四半期35百万円の損失）、四半期純利益は53百万円（前年同四半期128百万円の損失）

となりました。 

 

 当社グループの売上高の特徴として、国内棚卸サービスの閑散期である第１四半期連結会計期

間および第３四半期連結会計期間の売上高は少なく、国内の主要な顧客であります流通小売業界

の決算が集中する第２四半期連結会計期間および第４四半期連結会計期間は繁忙期となり売上高

が多くなる傾向があります。 

 

 

(2)  財政状態に関する説明 

（資産） 
当第３四半期連結会計期間末における総資産は10,094百万円（前連結会計年度比9.3％減）と

なりました。これは、主として第３四半期連結会計期間は閑散期につき前連結会計年度と比較し
て売掛金が減少したことによるものです。 
 

（負債） 
当第３四半期連結会計期間末における総負債は2,161百万円（前連結会計年度比29.7％減）と

なりました。これは、主として閑散期による給与の未払金の減少および未払法人税等を納付した
ことによる減少です。 
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（純資産） 
当第３四半期連結会計期間末における純資産は7,932百万円（前連結会計年度比1.5％減）とな

りました。これは、主として配当金の支払により利益剰余金が減少したことによるものです。 

 

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第３四半期連結累計期間の業績経過は概ね計画通りの推移となっておりますので、現時点で

の通期の業績予想につきましては、平成25年５月９日に発表いたしました「平成25年３月期決算

短信」に記載の業績予想と変更はございません。 

 
 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 
 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、
税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,971,448 4,868,690

受取手形及び売掛金 2,878,947 1,503,887

貯蔵品 41,886 76,311

その他 268,712 376,250

流動資産合計 8,160,994 6,825,141

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,234,540 1,234,540

その他（純額） 731,581 720,201

有形固定資産合計 1,966,122 1,954,742

無形固定資産 276,973 374,473

投資その他の資産   

その他 725,107 940,502

貸倒引当金 △739 △645

投資その他の資産合計 724,367 939,857

固定資産合計 2,967,463 3,269,073

資産合計 11,128,457 10,094,214

負債の部   

流動負債   

短期借入金 113,315 54,945

1年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000

未払金 1,696,213 1,321,401

未払法人税等 222,400 38,070

賞与引当金 305,876 172,419

役員賞与引当金 6,120 12,298

その他 548,586 428,008

流動負債合計 2,952,513 2,087,144

固定負債   

長期借入金 45,000 －

退職給付引当金 4,645 2,295

その他 72,234 71,931

固定負債合計 121,880 74,226

負債合計 3,074,393 2,161,370
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 475,000 475,000

資本剰余金 489,665 489,665

利益剰余金 8,389,588 8,225,466

自己株式 △1,308,189 △1,308,223

株主資本合計 8,046,064 7,881,907

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,797 24,411

為替換算調整勘定 △25,866 △5,428

その他の包括利益累計額合計 △18,068 18,982

少数株主持分 26,068 31,953

純資産合計 8,054,064 7,932,844

負債純資産合計 11,128,457 10,094,214
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 12,421,505 13,651,974

売上原価 10,014,510 10,757,488

売上総利益 2,406,995 2,894,485

販売費及び一般管理費 2,486,409 2,689,871

営業利益又は営業損失（△） △79,413 204,613

営業外収益   

受取利息 2,755 2,007

受取配当金 6,603 6,375

受取賃貸料 17,385 16,066

保険解約返戻金 15,592 －

その他 17,805 9,519

営業外収益合計 60,143 33,969

営業外費用   

支払利息 4,563 3,275

為替差損 － 5,869

賃貸費用 9,617 9,439

その他 2,341 3,241

営業外費用合計 16,521 21,826

経常利益又は経常損失（△） △35,791 216,756

特別損失   

固定資産売却損 － 3,094

固定資産除却損 14,944 2,715

投資有価証券評価損 51,975 －

特別損失合計 66,920 5,810

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△102,712 210,946

法人税等 23,662 149,938

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△126,374 61,007

少数株主利益 1,751 7,256

四半期純利益又は四半期純損失（△） △128,126 53,750
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△126,374 61,007

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 27,325 16,613

為替換算調整勘定 △963 20,437

その他の包括利益合計 26,362 37,051

四半期包括利益 △100,012 98,059

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △101,761 90,799

少数株主に係る四半期包括利益 1,749 7,259
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

   該当事項はありません。 

 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

   該当事項はありません。 

 

(セグメント情報等) 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日） 

 １  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 国内棚卸サービス 海外棚卸サービス
リテイルサポート 

サービス 
合計 

売上高  

  外部顧客への売上高 10,449,892 574,128 1,397,484 12,421,505

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

22,745 － 11,583 34,328

計 10,472,637 574,128 1,409,068 12,455,834

セグメント利益又は損失（△） 115,088 △225,580 7,149 △103,341

 

 ２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

 差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 

損    失 金    額 

報告セグメント計 △103,341

セグメント間取引消去 23,927

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △79,413

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日） 

 １  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 国内棚卸サービス 海外棚卸サービス
リテイルサポート 

サービス 
合計 

売上高  

  外部顧客への売上高 10,894,957 944,465 1,812,551 13,651,974

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

32,401 － 17,090 49,491

計 10,927,358 944,465 1,829,641 13,701,466

セグメント利益又は損失（△） 239,751 △146,705 106,980 200,026
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 ２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該 

  差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 200,026

セグメント間取引消去 4,587

四半期連結損益計算書の営業利益 204,613

 

  

以上 
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